


（別紙２） 
②実績報告時に提出 

介護ロボット使用状況報告書 
                                                      令和 2 年 2 月 27 日 
                                           

法人名 機器導入事業所名 施設の種別 

(株)日本ヘルスケアステーション ケアスタッフ佐倉 地域密着型通所介護 

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名 

コミュニケーションロボット 
コミュニケーションロボット Sota 
Sota レク 

介護ロボット導入時期 導入台数  
   平成 31 年 2 月 28 日 1 台 

【介護ロボットの使用状況（使用する業務・使用頻度等）】 
  ※日々の利用状況等が確認できる日誌等を活用して、具体的に記載すること。 
 
毎日、デイサービスでのタイムスケジュールに合わせ、今は何をやる時間かをお知ら

せする。回想法や脳トレになるプログラムを、毎日帰宅前の時間に起動させ実施して

いる。プログラムには体操のメニューもあり、集団での機能訓練のメニューの一部と

なっている。 
【介護ロボットの導入効果（導入による業務改善状況等）】 
  ※介護時間の短縮、直接・間接負担の軽減効果、介護従事者（利用者）の満足度等、日々の利用

状況が確認できる日誌等の活用や定点観測情報に基づいて具体的に記載すること。 
 
プログラムを実施している時間帯は、スタッフ自身が脳トレや回想法をやらなければ

ならないという気持ちの精神的負担の軽減となっている。また利用者が積極的に介護

ロボットに関わるようになってきており、ロボットとの会話を楽しみ、場の雰囲気が

和らいだり、会話をすることで活性化を図る一部となっている。スタッフが全員操作

に慣れてきており、使い勝手も向上してきている。 
プログラム実施中のスタッフ数の削減により、他の業務が効率的に回せるようになっ

てきており、利用者の個別対応の時間が長く取れるようになっている。 
【介護ロボットの不都合な点】 
  ※介護ロボットの機能に関すること、使い勝手に関することなど具体的に記載すること。 
 
声を大きくすると割れてしまい、返って聞き取りにくくなっている。配線が短く、使 
用の際に、動線に制限が出てしまい、わずらわしさが多少ある。 

 


